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世界のSDGsアクション
国連では、SDGsの普及・推進に向けて国連事務総長の特別イニシアティブ「国連SDGアクションキャンペーン」が
展開されている。このイニシアティブでは、SDGs達成に貢献する優れた活動を「SDGアクションアワード」として
毎年表彰している。アワードの受賞団体の活動には、変革に向けたアクションの参考となる取り組みも多く存在する。

上記以外にも様々な分野のユニークな取り組みが表彰されている。活動の詳細は、
国連SDGアクションアワードウェブサイト(https://sdgactionawards.org/)より入手可能。

　2015年にグラミー賞を受賞したRicky Kej氏によるプロジェクト。シンプルで前向きな歌

詞と明るいメロディで、地球のために必要な行動が歌われた27曲。歌と歌詞カードはウェブ

サイトで公開され、非営利目的であれば誰でも無料で利用できる。既にインドの一部の教科

書にも掲載されるなど、教育現場での活用が広がっている。2019年国連SDGアクションア

ワード・クリエイティブ部門賞受賞。http://www.myearthsongs.com/

　ベルギー第3の都市ゲントが、日常生活から取り組めるSDGsアクションを

呼び掛けたキャンペーン。期間中は、「みんなで自転車に乗ろう（目標３：健

康）」「まだ行ったことのない人をソーシャルレストラン※に連れてゆこう（目

標１：貧困）」など、SDGsと関係する具体的な行動をスローガンに掲げ、アク

ションの数をゲント以外の5都市と競いながら実施した。このキャンペーンに

は、ゲント市役所の23部署と市民6000人以上が参加。2018年国連SDGアク

ションアワード・コミュニケーター部門賞受賞。https://ookmijn.stad.gent/

sdguitdagingen（オランダ語）

My Earth Songs　～子供のためのSDGsソング～

The SDG Voices　～ SDGsアクションで競争!? ～
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　ドイツ国内における人口5000人以上の自治体のSDGs達成状況を47

の共通インディケーターを使って可視化したプロジェクト。ベルテルス

マン財団、ドイツ連邦経済協力開発省、アルンスベルク行政区などを含

む7団体が連携した。前年度からの達成状況や他都市との比較もできる。

ベースとなっているデータにも簡単にアクセスすることができ、市民だ

けでなく政治家への働きかけにも有効なツールとして期待されている。

2019年国連SDGアクションアワード・ビジュアライザー部門賞受賞。

https://sdg-portal.de/detail/bonn-kreisfreie-stadt
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例：教育の目標に関するフラ
ンクフルトの達成状況。中等
教育機関の退学率などの項目
について、改善（●）、変化な
し（ ▼）、悪化（■）の３つのア
イコンで状況が報告されてい
る。出典：SDG Indicators 
for Municipalities

© 2019 - Stad Gent　
「みんなで自転車に乗ろう！」キャンペーンで使われたポ
スター。「ゲント市vsオーステンデ市：どちらが大きなサ
イクリングシティ？」と書かれている。※ソーシャルレストラン：様々な形態が存在するが、多くの場合 NGOやチャリティ団体が運営し、補助金

付雇用制度を活用して、雇用を得ることができなかった人々をスタッフとして雇い、低価格で食事を提供す
るレストランを指す。レストランは誰でも利用することができ、貧困、雇用、社会的包摂など複数の課題を解
決する取り組みとして注目されている。（GHYS, Tuur. "Exploring the Potential of Belgium’s Social 
Restaurants for Poverty Reduction." Japan Social Innovation Journal 7 (2017). https://www.
jstage.jst.go.jp/article/jsij/7/1/7_23/_pdf/-char/en.）
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